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<はしがき>

オーストラリアの北部は､亜熱帯 ･熱帯に位置しており､海域はグレー トバリアリーフ

に代表される広大なサンゴ礁域が広がっている｡陸域にも､オース トラリア大陸固有の生

物相があり､特徴的な生態系を形成している｡亜熱帯気候に位置する琉球列島にも､オー

ス トラリア北部と同様にサンゴ礁海域があり､陸域には多くの固有種を育んでいる生態系

が見られる｡沖縄とオース トラリア北東部は､北半球と南半休の離れた位置にありながら､

類似した生物相も多く見受けられる｡これまで､同地域の生態系研究は､比較的大型の動

植物を中心におこなわれてきた｡近年､生態系を維持する生物的環境基盤として､微生物

相の重要性が注目されるようになってきた｡しかし､環境基盤を支える微生物相の研究は

未だ断片的で､系統的な理解を得るまでに至っていない｡オース トラリアと沖縄の両地域

において微生物生態学的な比較研究をおこなうことは､熱帯 ･亜熱帯陸海域の生態系を支

える微生物基盤を理解する上で非常に重要である｡本研究では､両地域の比較微生物生態

学研究を展開していくために､その比較研究ための海外調査およびサンプリングを実施し

た｡
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